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①調整ねじをゆるめ、召合せシールピースを下 
げます。 
②レールとのすき間をなくした後、調整ねじを締
めます。 

戸車で建て付け調整した後、気密性を保つ
ために、召合せ框下部の召合せシールピー
スを下げて、レールとのすき間を発生させ
ないように調整してください。 

召合せシールピースの調整 

戸車の調整をしてもクレセントがかからない、閉めても障子が、ガタつくようになった場合にクレセント本体と
クレセント受けを調整してください。 
クレセント本体は上下に、クレセント受けは左右に調整できますのでかかりやすい位置に合わせ、取り付けね
じを締めてください。 

クレセントの調整 

●内障子の場合 ●外障子の場合 
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●クレセント本体 
①トリガーを押えた状態でレバーを水平にし、クレセ
　ント本体上下のキャップを開きます。 
②2箇所の取り付けねじをゆるめます。 
③上下に動かし、クレセント受けとの位置を調整します。 
④取り付けねじを締めます。 
⑤クレセント本体上下のキャップを閉めてください。 

●クレセント受け 
①2本の調整ねじをゆるめます。 
②クレセントがかかりにくい場合は左方向に、障子が
　ガタつく場合は右方向に位置を調整します。 
③調整ねじを締めてください。 

●クレセント本体 
 

●クレセント受け 
 

●和風錠受け 
①2本の調整ねじをゆるめます。 
②左右にスライドさせて、和風錠との位置を調整します。 
③調整ねじを締めてください。 
※和風錠本体の調整の必要はありません。 

和風障子 


